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照 特集　「持続的競争優位性 を実現 する
“

もの づ くりマ ネジ メ ン ト技術
”

」

特集にあた っ て
†

久保 田洋志
＊

　 日本 の 製造業 は 強 み で あ る 「現場力」 と 「もの づ く

リマ ネ ジ メ ン ト技術」 を活か して，ス ピー
デ ィ で総合

力を発揮する開発 と生産と が
一

体に な っ た 活動 ， デ ジ

タル エ ン ジ ニ ア リン グの 活凧 高付加 価値化 と差別化

に 貢献する組 み込み ソ フ トウ ェ ア の 開発 と 品質保証 ，

環境対応 で 市場を リー ドする創造的 もの づ くり，
グ ロ

ーバ ル 展開 と世界同時立 ち上げな ど，環境変化適応の

戦略展開 と継続的な改善 ・変革活動を実践 し， 品質立

国 日 本 の 再 生 に よる持続的競争優位 で 高付加価値化の

世 界
一

もの づ く りの 実 現 を追求し て い か なけ れ ば な ら

ない ．特集で は，TQM を含め た 「もの づ くりマ ネ ジ

メ ン ト技術」 が 如何 に あ る べ き か に つ い て，各界 を代

表する研究者 と実践者の方々 に 論述 して い た だ い た．

　◎ 「日本の 強 み を活か し た持続的競争優位性 を実現

　　す る 生産 マ ネ ジ メ ン ト」　 圓川　隆夫 陳京工 業大学）

　本稿 で は ，生産 マ ネジ メ ン ト上 の イノベ ーシ ョ ン の

歴史 を踏 まえて ， 以下 の 事項が論述 されてい る．

　  人材育 成や変化 に 対応す る た め の 組織 的改善活

動 （TQM ，　 TPM ，　 TPS ）な ど 生産 マ ネ ジ メ ン トの

日本 モ デ ル の 特徴 と優位性 の 位 置づ け．

　  ス ル
ープ ッ トの 世 界観 で，制約条件 の 能力を活

用 して最適化 を図 る必要性．

　  強 い 不確実性 回避 の 日本文化の 中で ， 排他的 モ

ラ ル ハ ザー ドに 陥 らな い 変化 ・競争環境認識 と組織 ビ

t
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ジ ョ ン の 共有 に よる組織的改善努力の 方向を組織収益

力の 制約条件 と合致 させ るマ ネ ジ メ ン トカの 必要性

　  変化 対応 と製 品の 複雑度に よ る 生産形態 の 方向

性 の 提示 と ， MOT は モ ノ づ くり／改善 と い う日 本 文

化 へ の 適合性．

　◎ 「新商品 と新技術開発 の トライア ン グ ル の マ ネジ

　　メ ン ト
ー

補 完性 とフ ィ
ー

ドバ ッ ク に よ る組織学習

　　の 活用 一」　　　　　　　宮村　鐵 夫 （中央大学）

　本稿 は ， 顧客 ・市場 と技術 の 視点 の 他に，新商品 開

発 に必要な次 の 重要論点を論述 して い る．

　  具体的成果 を規定 す る 方法論 の 移転 と実 行 の 主

体 で ある人 ・組織 の 価値観．

　  成果 を生 み 出し，環境変化 へ の 思考戦 略 レ ベ ル

の 競争力 を形成 し， 持続的成長 の 源 に な る 「問題 の な

い 状態を放置 し な い 持続的な フ ィ
ー

ドバ ッ ク」に よる

組織学習。

　  補完性 の 概 念，多様な補完性お よ び フ ィ
ー

ドバ

ッ ク に よ る組織学習 に着目し， 全体最適 の 視点 か ら人
・

組織 と技術 の 経営 資源 を配分活用 し価値化 して い く新

商品
・技術開発 プ ロ セ ス の マ ネ ジ メ ン ト．

　  「人 ・組織 」「技術」「顧客
・
市場」 の トライア ン

グ ル の 視 点 か ら の 補完性，情報 の 価値化 と補完性 の 視

点 か ら トラ イア ン グル の 連携 モ デル の 提案．

　  開発 プ ロ セ ス の トラ イア ン グル 構造 と フ ィ
ー

ド

バ
ッ クに よ る学習の具体 的内容 の 例示的解説．

◎ 「品質経営の 新原理
“
サ イエ ン ス TQM ”

の 展 開

　
一

戦略的階層化 チ
ー

ム 活動 の 有効 性」

　　　　　　　　　　 天坂　格郎 （青Ili学院大学）
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　本稿 で は
， 戦 略的協創チ

ー
ム 活動の 基本要件 を規定

した 上 で，次 の 事項 が 論 述 さ れ て い る．

　  サ イエ ン ス TQM の グ ロ ーバ ル 展開．

　  製 品化戦略 に 対応 して の ボ トル ネ ッ ク技術 と 継

続 課 題 に 対す る 問 題解決能力 の 向上 ，並 び に 新技術 ・

新工 法
・
新 企 画 で の 戦闘能 力 の あ る 人材育成，品質経

営戦略 に 対応 し て の トータ ル マ
ー

ケ テ ィ ン グ と グ ロ
ー

バ ル マ
ー

ケ テ fiン グか ら構 成 され る 戦略 の構造 モ デ

ル 。

　  体 系的 ・組織的な活動に よ る戦略性，中核技術

を高め る テ クノ ロ ジ
ー，理論 と 実際 の ギ ャ ッ プ を解 き

明 か す メ ソ ドロ ジー，チ
ー

ム 活動 の 期待／役 割 の 実現

の プ ロ モ
ー

シ ョ ン か ら構 成 され る戦闘能力の あ る タ ス

ク チー
ム の 具備すべ き要件．

　  搆成 メ ン バ ー
の 基本要件 とタX クチー

ム の 駆動力．

　  トヨ タで の 戦略的階層化 タ ス クチ
ー

ム 活動 へ の

変遷．

　◎ 「競争優位 を確立する た め の 環境対応型 もの づ く

　　 り革新」　　　　　 岡本　眞
一

（東京情報大学）

　本稿の 主 た る内容 は 以下 の とお りである．

　  環境適合 設 計 に 関 す る 概念 と ISOITR 　14062解

説，ISO 　14040の ライ フ サ イ クル ア セ ス メ ン トの 解

説 ， 並 び に ソ フ トウ ェ ア の 開発 と利 用 の 事例お よ び 日

本企 業 の シ ス テ ム 紹介，

　  ヨ
ー

ロ ッ
パ で の 環境対応製品規制 と化学物質管

理 適 用指令 の 共通 コ ン セ プ トの 解説 ， 並 び に 日本 で の

規制化 の 状況と指令順守へ の 対応策の 検討．

　  サ プ ラ イチ ェ
ーン 全体で の 環境配慮 へ の 取 り組

み の 事例 と展開状況 の 紹介．

　  自動車 の 環境対策 ， 並 び に 低 公 害 自動車 の 技術

開発の 状況 の 概説．

　  規制法令 ， 消 費者 ニ
ー

ズ，燃 料価格 な ど の 外 的

条件 へ の 対応 とエ ン ジ ン 開発 な どの コ ア 技術 強化 の 重

要性．

　◎ 「組 み 込 み ソ フ トウ ェ ア 開発 に おけ る競争優位性

　　 を実現する 品質技術
一プ ロ セ ス ネ ッ トワ ークマ ネ

　　ジ メ ン ト」 金子　龍三 （日本電気通信 シ ス テム ）

　本稿 で は ， まず従来の 品質技術の 歴史的経緯が 総括

さ れて い る．そ して，既存技術 を見直 し， 成 熟 モ デ ル

を超 え る プ ロ セ ス フ ロ ーと原 因分 析 技 術 の 開発，変化

対応プ ロ セ ス の 確立 ，
日本 の 伝統的 もの づ くりに 基づ

く品質技術な ど を示 唆す る
一

方 で ，なぜ なぜ 問答 の 弊
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害 を指摘 し品質技術 を再評価 して い る．さらに ， プ ロ

セ ス 定義書，プ ロ セ ス 分 析技術，プ ロ セ ス フ ロ
ー分

析 ，
PNA か ら得 た品質技術 ， 慢性的問題 の 分析か ら

得 た 品質技術か ら構成さ れ る プ ロ セ ス ネ ッ トワ
ーク技

術 を提 案 して い る。

　◎ 「イ ン テ リ ジ ェ ン ス ・オ ペ レ ータ 育成 の た め の

　　
“HI −POS

”
の 提 案 と実 証

一
トヨ タ の グ ロ

ーバ ル

　　生産戦略 の 布石 」

　 酒井浩久 （トヨ タ自動車）／天坂格郎 （青山学院大学）

　本稿 は，生産 シ ス テ ム 技術 の 高度化 に 適応 で きる生

産 オペ レ
ー

タの イ ン テ リジ ェ ン ト化 と創造性豊か な働

き甲斐の ある
“

人中心 の 新た な生産 の 仕組 み 創 ザ を

実現する た め の 生産オ ペ レ ータ の 技術
・
技能 を知的 に

する HI−POS を提案 して い る． こ の HI −POS は ， 高

品質を阻害する要因を見つ け る知的診断方法，人聞 の

叡智 を技術 の 進化
・
伝承 に 結 びつ け る イ ン テグ レ

ー
シ

ョ ン ・ア シ ス トシ ス テム ，それ らの 知 的生産情報 の 設

計か ら製造 ま で の ト
ー

タル 結合 の 3 つ の コ ア シ ス テ

ム ，お よ び 生産 オ ペ レ
ー

タの 高度 化設備 の 操作技術 の

向上 と高度熟練技能の 向上 の支援 シ ス テ ム か ら構成さ

れ て る こ と と
， トヨ タで どの ように 適用 され て い る か

が 具体的 に解説 さ れ て い る．

　◎ 「リ コ ーに お け るマ ネ ジ メ ン ト技術革新」

　　　　　　　　　　　永原賢造 〆川崎 信 （リ コ
ー

）

　本稿は，
“
顧客満 足

”
と

“
競 争優 位

”
の 同時実 現 を

指 向 した事例 報告 で，その 主 た る特徴 は 以下 の と お り

で ある．

　  環境保全 の 視 点 を追加 し た バ ラ ン ス ト ・
ス コ ア

カー
ドを活用 して の 戦略 ， 業績 目標 ， 重点施策 の 方針

展開に よ る顧客起点 で の 改善 の 推進．

　  安全性確保 の 未然防止活動， 故障の 可視化 と科

学的メ カ ニ ズム 解明 に よ る制御可能化，や さ しさが 際

立 つ 顧客価値 の 創造 と提供，グル ープ各社 が 運 用 す る

部品共 有化認定 シ ス テ ム ．

　  製品 の 垂直 立 上 げ と世 界 同
一

品 質を 目的 と し た

グロ ーバ ル な生産準備 と工 程 プ ロ セ ス 改善 ， 製晶開発

の ス ピ
ー

ドア ッ プ と商晶 生産化 リー
ドタ イム 短縮 の た

め の 設計
・
生産垂直統合 型 コ ラボ レ

ー
シ ョ ン

，
モ ジ ュ

ー
ル 化戦略 と計測 ・評価技術開発 に よ る 予測対応型 生

産準備 ， 失敗 か ら学 ぶ 再 発防止 ・未然防止な ど の 生産

部門の 品質改善．
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